
23 麺 2016年(平成28年)2月 13日 (土 )

大 阪
おおさか支局

〒530-8251(住所不要)

毎日新聞社会部おおさか支局

TE L06・ 6346・ 8443
‐ FAX06・ 6346・ 8444

:先日、娘の誕生日に奮発して5000円のケ■キを買いヽ

景層曇電奮31多
`1単

をぶ[逸電舷「

'塗

1軍ふ遍露意g
落ちてぐち●ぐぅやになりました1運転手は知らん顔も
つぶれたケ■キで泣く泣く誕生日を祝いました。弁償

や賠償などを求めることいできたのでし
'よ
|うかol

l‐  ‐■  _  |.(実 例を基に構成しました)

.赤
信号の急ブレーキ回避可能

うぶれたケーキの代金5000円について、損害賠償を

求めることができるかどうかについて考えます。

タクシーの場合、道路運送法は各事業者に対し、運

送に関する約款を定めなければな|ら:な

いとしています。賠償については、業

者が定めた約款に従うことになりま

すι  ll       ‐|
二般‐的に用いられる国土交通省の
「標準運送約款」は、手荷物の破損のよ

うな損害については、業者や運転手が

運送に関して注意を怠らなかつたこと

が証明さ
―
れた場合以外は、業者が賠償

責任を負うと定めています。

相談のケニスでは、運転手が赤信号

で急ブレ∵キをかけたとのことです

がヽ通常は赤信号の前に黄信号が表示

されることから、赤信号を予測することは容易で、急

ブレーキをかける必要はあ|りません。また、そもそも

道略交通法上、運転手は他人に危害を及ぼさないよう

に安全運転をする義務があります。

|したがらて、
1運
転手がタクシー導行に注意を怠らな

かつたことを証明するのは難しし`と言えるので、業者
は賠償責任があ―ると考えます。運転手が急ブレ■キを回避できな

いような特殊な事情でもない限り、相談者はタクシー業者に対して

ケーキ代金500oF3の賠償を求める.こ |■ができるでしよう
g 
■ |

このような場合、タクシー代を支払いたくなtヽという気持ちに

撃量ξ‐ず,ラ:電甚藝1毀‐‐‐尋露曇雰窪山撃撃
は達成されていることから、運送料金であるタクシー代|ま支鉢わ

〒7711‐9デ貿告ξ轟進幕峯森最鼻1轟楔 |
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